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要約
本取組では、先進的チーム医療を行っている海外の薬学部の事例を習得し、それらを薬学教育にフィードバックすることを目的として、米国カリフォルニア大学サンフランシスコ校（UCSF）とノースカロライナ大学（UNC）薬学部を訪問し、教員のFD海外研修を行った。
本研修では、両大学の学部教育、大学院教育の工夫についてインタビューを行うと共に、薬学外のステークホルダーとの結びつきについても情報を収集した。得られた結果については、今後の学部アドバンスト教育および大学院教育プログラムの中で、実現可能なものについては実施に移していく予定である。
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１．目的
本取組は、四国の全薬学部が戦略的連携関係を持ち、薬剤師養成教育・大学院教育と研究を共同して推進し、臨床薬学分野の研究者や高度な専門知識を有する臨床薬剤師を養成することを目指し、教員の教育力の向上を掲げている。その具体的な実施項目の一つとしてFD海外研修を行うこととし、先進的チーム医療が行われている国の事例を収集し、薬学分野の教育法の改善につなげることを目的とした。

２．活動内容
平成25年1月9日～1月17日の日程で徳島文理大学、徳島大学、松山大学より5名の教員が、カリフォルニア大学サンフランシスコ校（UCSF）とノースカロライナ大学（UNC）を訪問し、アメリカの薬学教育のカリキュラム、大学の学費、卒業後の就職、学位取得、チーム医療、大学院教育に関する情報収集を行った。

３．成果
薬学部カリキュラムにおける、主要講義科目の日米間の違いは少ないが、大きく異なる点として米国では薬価と薬効に関する研究が進んでおり、大学の研究コースとして確立している点であった。日本でも薬価抑制の策が必要とされるようになってきたことから、日本の薬学部で薬の費用対効果に関する講義・演習を今後導入する場合のカリキュラムの構成等、参考にできる点が多かった。
実習・演習科目に関してはコミュニケーションスキルの修得に重点が置かれており、特徴的であったのは、大学を卒業して１－２年の薬剤師が臨床研修の傍ら、大学に戻って後輩に授業を行うことが行われていたり、医学・看護の学生との多職種IPEも活発に行われていた。これらの点は新モデルコアカリキュラムにおけるアドバンスト科目の組立に大いに参考になった。
在宅医療に関して、米国は国土が広大なためほとんど行われておらず、日本の取組の方が進んでいるようであったが、ICTの活用については柔軟に取り入れられていた。
大学院の在り方について、日本の6年制薬学部を修了した後の大学院進学率が低迷している事に関し、米国でも同様の状態である事、そしてこの事態を打開するための策として、企業等に就職した薬学部出身者が薬剤師として活躍できるように、大学院に薬剤師のための学び直しプログラムを設けることがステークホルダーの協力の下進められており、大学院の改組における参考になった。

４．今後の予定
新しい薬学教育モデル・コアカリキュラムでは、カリキュラムの３割についてオリジナル（アドバンスト）教育を行えることから、本FD海外研修で得られた知見を参考にして、この部分の改訂に役立てていきたい。
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